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資料3－12－1  

厚生労働省発食穿第1017002号  

平成19年10月17 日  

薬事・食品衛生審議会   

会長 望月 正隆 殿   

厚生労働大臣  

諮 ■間 書  

食品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づき、下記の  

事項について、貴会の意見を求めます。  

記  

次に掲げる農薬の食品中の残留基準設定について  

アミスルプロム  
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資料3－12－2  

平成19年11月6日  

薬事・食品衛生審議会   

食品衛生分科会長 吉倉 廣 殿  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会   

農薬・動物用医薬品部会長 大野 泰雄  

薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会  

農薬・動物用医薬品部会報告について   

平成19年10月17日厚生労働省発食安第1017002号をもって諮問された、  

食品衛生法（昭和22年法律第233号）第11条第1項の規定に基づくアミスルプロ  

ムに係る食品規格（食品中の農薬の残留基準）の設定について、当部会で審議を行った  

結果を別添のとおり取りまとめたので、これを報告する。  
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（別添）  

アミスルプロム  

1．品目名：アミスルプロム（Amisulbrom）  

2．用途：殺菌剤   

スルファモイルトリアゾール骨格を有する殺菌剤である。作用機構としては、卵菌  

類のミトコンドリア内電子伝達系複合体ⅢのQiサイトの阻害であると考えられてい   

る。  

3．化学名：3－－（3－プロモー6－フルオロー2－メチルインドールー1－イルスルホニ  

ル）－〃，∧7」ジメチルー1，2，4－トリアゾールー1－スルホンアミド   

4．構造式及び物性  

分子式 C13Hl，BrFN50．S2  

分子量  466．31  

水溶解度 0．11mg／L（20℃）  

分配係数logl。Pow＝4．4（カラム温度40℃）  

（メーカー提出資料より）   
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法  

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

17．7％アミスルプロムフロアプル  

アミスルプロム  
適用  希釈  

使用液量   使用時期   
本剤の  

作物名  
病害虫名  倍数  

使用    を含む農薬の  
使用回数   方法    総使用回数   

2000～  
ぱれいしょ   疫病  4回以内   

3000倍   
4回以内   

収穫7目前まで  

だいず   べと病   2000倍  3回以内  3回以内   
100一－300  

トマト  
疫病   2000～  L／10a  

ミニトマト  
4000倍  収穫前日まで  4回以内  

散布  
4回以内   

きゆうり   

メロン  2000倍   

べと病  200～700  
ぶどう  収穫14日前まで  3回以内  3回以内   

4000倍  L／10a  

6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

アミスルプロム  

②分析法の概要   

磨砕した試料を含水アセトニトリルで振とう抽出する（乾燥子実の場合は粉砕し  

た試料を水で膨潤させた後アセトニトリルで抽出する）。抽出液は溶媒を留去し、ミ  

ニカラム（Clいグラファイトや－ボン、陰イオン交換及びシリカゲル）で精製し、  

必要に応じてさらにフロリジルミニカラムを用いて精製した後、高速液体クロアト  

グラフ（UV）を用いて定量する。  

定量限界 0．01ppm  

（2）作物残留試験結果   

（訃ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、17．7％フロアブ  

ル剤の2，000倍希釈液を計4回散布（150，250L／10a）したところ、散布後7～  

14日の最大残留量注はく0．01、〈0．01ppmであった。  

②だいず  

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、17．7％フロアブ  
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ル剤の2，000倍希釈液を計3回散布（300，150L／10a）したところ、散布後7～  

14日の最大残留量は0．08、0．02ppmであった。  

③トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、17．7％フロアブル剤   

の2，000倍希釈液を計4回散布（300L／10a）したところ、散布後1～14日の最大   

残留量は0．38、0．42ppmであった。  

④ミニトマト  

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、17．7％フロアブ   

ル剤の2，000倍希釈液を計4回散布（300L／10a）したところ、散布後1～14日の   

最大残留量は0．43、0．66ppmであった。  

⑤きゆうり   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、17．7％フロアブル   

剤の2，000倍希釈液を計4回散布（150～200，300L／10a）したところ、散布後1   

～7日の最大残留量は0．17、0．21ppmであった。  

⑥メロン  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、17．7％フロアプル剤   

の2，000倍希釈液を計4回散布（300，265L／1・Oa）したところ、散布後1～7日の   

最大残留量はく0．01、〈0．01ppmであった。  

⑦ぶどう   

大粒種ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、17．7％フロア   

ブル剤の3，000倍希釈液を計3回散布（300L／10a）したところ、散布後14～42   

日の最大残留量は0．36ppmであった。  

小粒種ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、17．7％フロア   

ブル剤の3，000倍希釈液を計3回散布（350L／10a）したところ、散布後14～60   

日の最大残留量は1．20ppmであった。  

これらの試験結果の概要については、別紙1を参照。  

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を  

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実  

施し、それぞれの試験から得られた残留量。  
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18年4月3日付け厚生労働省発食安第掴03001号により食品安全委員会あて意見を求め  

たアミスルプロムに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評価されている。  

無毒性量：10mg／kg体重／day  

（動物種）  イヌ  

（投与方法）   強制経口投与  

（試験の種類） 慢性毒性試験  

（期間）  1年間  

安全係数：100  

ADI：0．1mg／kg体重／day  

8．諸外国における状況   

JMPRにおける毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて調  

査した結果、いずれの国及び地域においても基準値が設定されていない。   

9．基準値案  

（1）残留の規制対象   

アミスルプロム本体  

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、暴露評価対   

象物質としてアミスルプロムを設定している。   

（2）基準値案   

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のアミスルプロムが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づ   

き試算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大摂取量（TMDI））のADI   

に対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下におこなった。  
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TMDI／ADI（％）注）   

国民平均   1．8   

幼小児（1～6歳）   4．0   

妊婦   1．4   

高齢者（65歳以上）   1．5   

注）TMDI試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。  
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（別紙1）  

アミスルプロム作物残留試験一覧表  

農作物   
訴願周  膏ほ熱監件  
場数  剤型   任用量・使用方法   匡l数   経過日数   

最大残留量（ppm）  

ぱれいしょ   17．7％   2000倍散布   圃場A：く0．01   

2  
150，250L／10a  4回   乙14日  

（塊茎）  圃場8：く0．01   

だいず※   17．7％   2000倍散布   圃場A：0．08   

2  
300，150L／10a  呈回   乙14日  

（乾操子実）  圃叡：0．02（3回、14日）   

トマト   17．7％   2000倍散布   圃場A：0．38（4回、7日）   

2  300L／10a  皇回  ム7，14日  
（果実）  圃場8：0二42   

ミニトマト   17． 2000倍散布   圃場A：0．43   

2   300L／10a  皇回  ム7，14日  
（果軍）  圃場8：0．66   

きゆうり※   17．7％   2000借散布   圃場A：0．17   

（果実）  2  皇回   
ム3，7日  

開場8：0．21   

メロン   17．7％   2000倍散布   圃場A：く0．Ol   

2  
300，265L／10a  4回  137日  

（果実）  圃場B：く0．01   

大粒種ぶどう※  17，7％  3000倍散布  

フロアプル  300L／10a   
（果実）   

豊国  ユA21，28，42日   
圃場A：0．36   

小粒種ぶどう※  ロ   17．7％   3000倍散布   

フロアプル   350L／10a  
（果実）  

3回  142860日   
圃場A：1．20  

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  
※で示した作物は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、試験が行われた範囲内で最も大きな残留値を考慮した。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書（案）「アミスルプロムJに記載されている作物残留試簸成績は、  
各試験条件における残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最  
大残留量の定義と異なっている。  

－10－   



アミスルプロム  （別紙2）  農薬名  

参考基準値  

基準値  基準値  登録  外国  作物残留試験成績   
農産物名  案  現行  基準値  

PPm  PPm   PPm  Ppm  PPm  

0．3  甲  0．08（‡），0．02  

申  0．05  く0．01，く0．01  

0．38，0．42（トマト）、  

0．43，0．66（ミニトマ  
2  申  ト）  

0．7  申  0．17，0．21（‡）  

0．05  申  く0．01，く0．01  

申  3  0．36，1．20（‡）   

（‡）で示した作物は、作物残留試験成績のばらつきを考慮し、試験が行われた範囲内で最も大きな残留値を考慮した。  
注）トマトについては、品種の相違による偏差を考慮し、作物残留量の高いミニトマトの作物残留試験成績を基準値策  
定の根拠とした。  
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（別紙3）  

アミスルプロム推定摂取量（単位：〝g／人／day）  

食品群   
基準値案 （ppm）  国民平均 TⅦ）Ⅰ  幼小児 （1～6歳） TⅦ）Ⅰ  妊婦 TⅦ）Ⅰ  

大豆  0 3  16 8  
005  ぱれいしよ  

2  トマト            ー  り  0 7  
メロン類果実  0．05  
ぶどう   3   17．4  

96．1   63．9   76. 5i 

ADI比（％）  1．8   4．0   1．4  

TⅦ）Ⅰ：理論最大l日摂取量（TheoreticalMaximum DailyIntake）  
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（参考）  

これまでの経緯  

平成18年 3月24日 農薬登録申請（ばれいしょ、だいず等に係る新規登録申請）  

平成18年 4月 3日 厚生労働大臣から食品安全委員長あてに残留基準設定に係る食  

品健康影響評価について要請  

平成18年 4月 6日 食品安全委員会（要請事項説明）  

平成18年 8月28日 第3回農薬専門調査会総合評価第二部会  

平成19年 7月27日 第13回農薬専門調査会総合評価第二部会  

平成19年 9月 5日 第26回農薬専門調査会幹事会  

平成19年 9月20日 食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

平成19年10月17日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会へ諮問  

平成19年10月23日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

平成19年10月25日 食品安全委員会（報告）  

平成19年10月25日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

【委員】  

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学副学長  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

国立医薬品食品衛生研究所客員研究員  

元独立行政法人農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害  

防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長  

東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

独立行政法人国立健康・栄養研究所研究企画評価主幹  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授  

青木 宙  

井上 松久  

○大野  泰
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（○：部会長）  
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答申（案）   

アミスルプロム  

残留基準値  
食品名  

l〕t）m   

大豆   0．3   
ばれいしよ   0．05   

トマト   2   

きゆうり   0．7   
メロン類果実   0．05   
ぶどう   3   
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資料3－12－3  

府 食 第 1055 号  
平成19年10月 25 日  

厚生労働大臣   

舛添 要馴 殿  

TT＝ニ、・斗、釣・下ク1．こヽ一  

缶〔ニ…i言二∴‘  

ごJモ’最知菖－．．  食品安全委員会  

委員長 見上牽琵琵 「 」 ：
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食品健康影響評価の結果の通知について   

平成18年4月3日付け厚生労働省発食安第0403001号をもって貴省から当委員会に意見  

を求められたアミスルプロムに係る食品健康影響評価の結果は下記のとおりですので、食  

品安全基本法（平成15年法律第48号）第23条第2項の規定に基づき通知します。   

なお、食品健康影響評価の詳細は別添のとおりです。  

記  

アミスルプロムの一日摂取許容量を0．1mg／kg体重／日と設定する。  
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農薬評価 

スルプロム  

2007年10月  

食品安全委員会  
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9．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験  

10．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

（2）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

（3）21日間亜急性桂皮毒性試験（ラット）  

11．慢性毒性試験及び発がん性試験   

（1）1年間慢性毒性試蹟（イヌ）  

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

（3）18カ月間発がん性試験（マウス）  

12．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試頗（ラット）  

（2）発生毒性試験（ラット）  

（3）発生毒性試験（ラット・高用量・確認試験）  

（4）発生毒性試験（ウサギ）  

13．遺伝幸性試験  

14．その他の試験  

（1）肝における催腹痛性に関する検討試験  

（2）胃における催腫瘍性に関する検討試験  

（3）繁殖成績低下に関する検討試験  

Ⅲ．総合評価  

・別紙1ニ代謝物／分解物略称  

・別紙2：検査値等略称  

・別紙3：推定摂取量  
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＜審議の経緯＞  

2006年 3月 24日 農林水産省から厚生労働省へ登録申請に係る連絡及び基準設  

定依頼（新規：ぱれいしょ、だいず等）  

2006年 4月 3日厚生労働大臣より残留基準設定に係る食品健康影響評価につ  

いて要請（厚生労働省発食安第0403001号）（参照1～61、  

65）  
2006年 4月 4日  

2006年 4月 6日  

2006年 8月 28日  

2007年 6月 28日  

2007年 7月 27日  

2007年 9月 5日  

2007年 9月 20日  

同接受  

食品安全委員会第138回会合（要請事項説明）（参照66）  

農薬専門調査会総合評価第二部会第3回会合（参照67）  

追加資料受理（参照68－74）  

農薬専門調査会総合評価第二部会第13回会合（参照75）  

農薬専門調査会幹事会第26回会合（参照76）  

食品安全委員会第207回会合（報告）  

2007年 9月 20日 より10月19日 国民からの御意見・情報の募集  

2007年10月 23日 農薬専門調査会座長より食品安全委員会委員長へ報告  

2007年10月 25日 食品安全委員会第212回会合（報告）  

（同日付け厚生労働大臣へ通知）  

＜食品安全委員会委員名簿＞  

（2006年6月30日まで）  
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（2007年3月31日まで）   

鈴木勝士（座長）   

鹿瀬雅雄（座長代理）   

赤池昭紀   

石井康雄   

泉 啓介   

上路雅子   

臼井健二   

江馬 眞   

大澤貫寿  

太田敏博  

大谷 浩  

小澤正吾  
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高木篤也  

玉井郁巳  
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成瀬一郎  
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要 約   

スルファモイルトリアゾール骨格を有する殺菌剤である「アミスルプロム」  

（IUPAC：3・（3・ブロモ・6－フルオロサメチルインドール・1・イルスルホニ  

ル）－ペルジメチルー1，2，4・トリアゾール・1－スルホンアミド）について、各種試  

験成績等を用いて食品健康影響評価を実施した。   

評価に供した試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（ぶどう、  

ばれいしょ及びトマト）、土壌中運命、水中運命、土壌残留、作物残留、急性  

毒性（ラット）、亜急性毒性（ラット及びイヌ）、慢性毒性（イヌ及びラット）、  

発がん性（ラット及びマウス）、2世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及び  

ウサギ）、遺伝毒性試験等である。   

試験結果から、アミスロプロム投与による影響は、主に肝臓、腎臓及び胃  

に認められた。催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。   

発がん性試験において、ラットで肝細胞腫瘍及び前胃腫瘍、マウスで  

前胃腫瘍が増加したが、発生機序は遺伝毒性メカニズムとは考え難く、  

評価にあたり閉値を設定することは可能であると考えられた。   

各試験の無毒性量の最小値が、イヌを用いた1年間慢性毒性試験の10  

mg／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除し  

た0．1mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

ー22－   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途  

殺菌剤  

2．有効成分の一般名  

和名：アミスルプロム  

英名：amisulbrom（ISO名）  

3．化学名   

IUPAC  

和名：3・（3・プロモ・6－フルオロ・2－メチルインドール・1イルスルホニル）・  

」Ⅴ」Vジメチル・1，2，4・トリアゾールー1・スルホンアミド  

英名：3・（3・bromo・6・fluoro・2・methylindol・1・ylsulfonyl）・  

NNdimethyl・1，2，4・triazole・1・Sulfonamide  

CAS（No．348635・87・0）  

和名：：3・【（3・プロモ・6－フルオロ・2・メチル・1〟インドール・1イル）スルホニル】・  

〃〟ジメチル・1月ニ1，2，4・トリアゾール・1・スルホンアミド  

英名：3・【（3，bromo・6・fluoro・2・methyl・1Hindol・l・yl）sulfonyl］－  

NNdimethyl・1Hl，2，4・triazole・1・Sulfonamide  

5．分子量  

466．31  

4．分子式  

C13H13LBrFN504S2  

6．構造式  

F  －SO2N（CH3I2  

7．開発の経緯  

アミスルプロムは、1999年に日産化学工業株式会社により開発されたスルファモイルト  

リアゾール骨格を有する新規殺菌剤である。本剤は、卵菌類に属する疫病菌やべと病菌に   

低薬量で殺菌活性を示すことが確認された。作用機序は卵菌類のミトコンドリア内電子伝   

達系複合体ⅠⅠIQiサイトの阻害であることから、既存薬剤（フェニルアマイド系、ストロビ   

ルリン系殺菌剤等）に耐性を示す系統の菌株にも有効な殺菌剤であることが示唆されてい   

る。  

日産化学工業株式会社より農薬取締法に基づく登録申請（新規：ばれいしょ、だいず   

等）がなされ、参照ト61、68－74の資料が提出されている。  
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Ⅱ．試験結果概要   

各種運命試験（Ⅱ．ト4）は、インドール環の6員環の全炭素を14Cで標識したもの  

（ind・14C・アミスルプロム）及びトリアゾール環の5位炭素を14Cで標識したもの  

（tri・14C・アミスルプロム）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断り   

がない場合はアミスルプロムに換算した。代謝物／分解物及び検査値等略称は別紙1及   

び2に示されている。  

1．動物儲内運命試験  

（1）薬物動態  

Wistarラットにind・14C・7ミスルプロム及びtri・14C・アミスルプロムを低用量（10   

mg／kg体重）及び高用量（1000mかkg体重）で単回経口投与する薬物動態試験が実   

施された。  

血簾中放射能濃度推移は表1に、血液中放射能濃度推移は表2に示されている。   

ind・14C・アミスルプロム及びtri・14CT7ミスルプロムを低用量投与した時の血祭中薬物   

動態は、投与2～6時間後にCm8Ⅹに達し、血渠中からのTl／2は、18～35時間であった。   

高用量投与した時は、6～12時間後にCm8Ⅹに達し、Tl／2は、8～13時間であった。血   

衆中Cm8Ⅹは雄よりも雌の方が、tri・14C・アミスルプロムよりind，14C・アミスルプロム   

の方が高かった。  

血液中では、低用量投与した時、投与2～6時間後にCmaxに達し、Tl／2は、23～121   

時間であった。高用量投与した時は、6～24時間後にCmaxに達し、Tl′2は、18～121   

時間であった。血液中においても、Cmaxは雄よりも雌の方が、tri・14Cヴミスルプロム   

よりind・14C・アミスルプロムの方が高かった。また、tri・14C・7ミスルプロムを投与し   

た場合に、血祭中と比較してTl／2が長かったが、Cmaxは血祭中とほぼ同様の結果で   

あった。（参照2）  

表1 血葬中放射能濃度推移  

投与量   10mg／kg体重  1000mg／kg体重   

標識体   血l℃－アミスル  由一1℃－アミスル  如止朋C－アミスル  山一14C－アミスル  

プロム  プロム  プロム  プロム   

性別   雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄   雌   

Tmax（br）   2   2   3   6   12   12   6   12   

Cmax（mg／L）   4．80   5．96   2．07   3．27   22．0  30．4   12．4   21．8   

Tl／2（b∫）   34．5   19．5   25．7   17．5   13．1  12．9★   8．3   8．3   
★‥各群の個別データのばらつきにより薬物動態解析のデータ処理で定義した許容範囲に適合   

していない。  

表2 血液中放射能濃度推移  

投与量   10mg／kg体重  1000mg此g体重   

標識体   hd－1℃－アミスル   也－14C・アミスル   hd－1℃－アミスル   正14C・アミスル  

プロム   プロム   プロム   プロム   
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雄   雌   雄   雌   雄   雌   雄   雌   

2   2   4   6   24   24   6   12   

L  2．25  2．85   1．38   2．12   14．0  19．7   11．6   17．8   

53．1★  22．6   121★  32．4★  18．8★  17．5★  121貴  63．2★   

Tmax（b）  

C，naX（mg／  

Tl／2（hr）  

★：各群の個別データのばらつきにより薬物動態解析のデータ処理で定義した許容範囲に適合  

していない。  

（2）排泄  

Wistarラットにind・14C・アミスルプロム及びtri・14C・7ミスルプロムを低用量（10   
mg／kg体重）及び高用量（1000mg／kg体重）で単回経口投与した排泄試験が実施さ   

れた。投与後120時間の尿、糞及びケージ洗浄液を採取し、放射能濃度を測定した。  

投与後120時間の尿及び糞中排泄率は表3に示されている。  

両標識体を低用量で投与した時の尿及び糞中への排泄はそれぞれ総投与放射能   

（TAR）の10．1～15．0％及び79．7～97．8％であった。全体の回収率は93％以上であっ   

た。両標識体を高用量で投与した時の投与後120時間までの尿及び糞中への排泄はそ   

れぞれ0．9～2．8％TAR及び88．9～99．8％TARであった。全体の回収率は90％以上で   

あった。雌雄聞及び標識位置の違いによる大きな差は認められなかった。（参照2）  

表3 尿及び糞中排泄率（投与量に対する割合、％TAR）  

10mg／kg体重  1000mg／kg体重  

雄  雌  雄  雌  

尿※   
糞   

尿※   
糞   

尿※   
糞   尿※   

糞   

ヌ  

10．1   97．8   13．1   鮎．3   2．8   99．8   1，4   96．8   

ル   
14．0   79．7   15．0   81．8   0．9   91．2   1．4   88．9   

投与量  

辺                                     ind－14C－アミ  

プロム  

血一班C－アミス  

プロム  

※）ケージ洗浄液を含む。  

（3）胆汁排泄  

SDラット（胆管カニュレーション処理）にind・14Cヴミスルプロムを低用量（10   
mg／kg体重）及び高用量（1000mg／kg体重）で単回経口投与し、投与後48時間ま   

での胆汁、．尿、ケージ洗浄液、消化管（内容物を含む）、肝臓及びカーカスを採取し放   

射能濃度を測定した。  

各試料における放射能量は表4に示されている。  

低用畢投与群における胆汁中への排泄は雌雄ともに約40％TARであった。吸収率   

は胆汁、尿、肝臓及びカーカス中の放射能を基に計算したところ（吸収率＝胆汁＋尿   

＋肝臓＋カーカス）、49．4～49．8％（ケージ洗浄液を含まない）であった。残りの放射   

能は糞中に検出され（44％TAR）、全体の回収率は94％以上であった。  

高用量投与群における胆汁中への排泄率は3％未満と雌雄ともに低かった。吸収率   

は4．7～4．9％（ケージ洗浄液を含まない）であった。残りの放射能は糞中に検出され  
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